
FEATURE STORY

ＳＤＧｓ時代の
地域金融
アウトサイドイン先進事例

東北の信金が連携して作成したパンフレット「東北しん
きんワイナリー紀行」では、東北各地のワイナリーを紹
介。写真は、岩手くずまきワイン（岩手県葛巻町）の自社
園地（上）と特産品の山ぶどうを使ったワインなど

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）が
日
本
の
社
会
や
ビ
ジ
ネ
ス

に
急
速
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
中
、「
地
域
金
融
」も
そ
の
姿
を
変
え
始

め
た
。「
マ
イ
ナ
ス
金
利
」と「
低
成
長
」で
地
銀
や
信
用
金
庫
、信
用
組

合
の
経
営
が
厳
し
さ
を
増
す
一
方
で
、
地
域
の
課
題
に
先
ん
じ
て
取

り
組
み
、し
た
た
か
に
本
業
の
収
益
も
上
げ
る
金
融
機
関
も
出
始
め
た
。

（ 

オ
ル
タ
ナ
編
集
長
・
森　

摂
、
編
集
委
員
・
高
馬 

卓
史
、
副
編
集
長
・
吉
田 

広
子
、

オ
ル
タ
ナ
Ｓ
編
集
長
・
池
田 

真
隆
、
編
集
部
・
堀 

理
雄
）

国内企業などによるグリーンボンドと
サステナビリティボンドの発行実績

（2019年８月時点、環境省作成）
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SDGs時代の地域金融  アウトサイドイン先進事例

８
月
29
日
、
Ｊ
Ｒ
高
松
駅（
高

松
市
）に
近
い
ホ
ー
ル
で「
事
例

か
ら
学
ぶ
Ｅ
Ｓ
Ｇ
地
域
金
融
の
在

り
方
」と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
開

か
れ
た
。
定
員
は
１
０
０
人
だ
が
、

ほ
ぼ
満
席
だ
っ
た
。

登
壇
者
の
一
人
、
三
井
住
友
ト

ラ
ス
ト
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

金
井
司
Ｃ
Ｓ
Ｏ（
チ
ー
フ
・
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
オ
フ
ィ
サ
ー
）

は「
環
境
や
社
会
は
ビ
ジ
ネ
ス
の

源
泉
。
顧
客
ニ
ー
ズ
に
な
る
前
の

社
会
ニ
ー
ズ
を
発
見
す
る
こ
と
は

成
長
戦
略
に
直
結
す
る
」と
力
を

込
め
た
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
と
は「
環
境
」「
社
会
」

「
企
業
統
治
」の
三
要
素
を
指
す
。

コ
フ
ィ
ー
・
ア
ナ
ン
元
国
連
事
務

総
長
が
Ｐ
Ｒ
Ｉ（
国
連
投
資
原
則
）

を
提
唱
し
た
時
に
用
い
た
言
葉
で
、

同
じ
く
ア
ナ
ン
氏
が
提
唱
し
た
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
前
身
）と

は
表
裏
一
体
の
考
え
方
だ
。

「
顧
客
ニ
ー
ズ
に
な
る
前
の
社
会

ニ
ー
ズ
を
発
見
す
る
こ
と
」と
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ビ
ジ
ネ
ス
指
南
書

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
コ
ン
パ
ス
」が
規
定
す

る「
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
・
イ
ン
・
ア

プ
ロ
ー
チ
」そ
の
も
の
だ
。

「
地
域
金
融
」と
い
う
テ
ー
マ
は

一
見
、
財
務
省
か
金
融
庁
主
催
の

よ
う
に
思
え
る
。
だ
が
、
実
は
こ

の
日
の
セ
ミ
ナ
ー
の
主
催
者
は
、

環
境
省
だ
っ
た
。
同
省
の
西
村
治

彦
・
環
境
経
済
課
長
は
壇
上
で

「
50
年
前
、
公
害
対
策
の
た
め
に

環
境
庁
が
で
き
た
。
今
ま
で
企
業

の
対
応
は
経
産
省
に
任
せ
て
き
た

が
、
パ
リ
協
定
が
目
指
す『
脱
炭

素
社
会
』を
つ
く
る
た
め
に
も
、

経
済
・
社
会
そ
の
も
の
を
変
え
た

い
」と
気
勢
を
上
げ
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
直
結

い
ま
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
ビ
ジ
ネ
ス
と

アウトサイドインの手法で地域活性に取り組む金融機関
金融機関名（所在地） プロジェクト名 概要

北洋銀行
（札幌市）

衛生・ITを生かした
農業支援

2018年６月に「SDGsファンド」を創設。第一号案件として、ドローンや衛星
から農業用地を解析し、作物の病気や土壌の状態などの情報を得る先進技術を
開発する北海道大学のベンチャー「ポーラスター・スペース」へ出資している。

信金中央金庫東北
支店（仙台市）ほか

「東北しんきん
ワイナリー紀行」

信金中央金庫東北支店と、岩手、山形、福島県の６信用金庫が協同し、３県にあ
る計９つのワイナリーを紹介する冊子を2018年４月に作成。「日本ワイン」有
数の産地である東北のワインの魅力を発信し、販路拡大や地方創生を目指す。

きらやか銀行
（山形市）

湯野浜地区CO₂
大幅削減事業

同行が掲げる「本業支援」の一環として、未利用の温泉熱を活用した協同給湯
システムで地域全体のCO₂を削減する事業に参加。給湯設備用に同行の旧湯
野浜支店を無償譲渡し、2017年４月からホテルや旅館に供給を開始している。

西武信用金庫
（東京・中野）

「跡取り娘」人材育成
コースへの協力

家業を引き継ぐ女性経営者の育成に向け昭和女子大学ダイバーシティ推進機
構が2018年から行う。西武信用金庫など地域金融機関が協力。資金面を含め
ファミリービジネスの成長を支援し、中小企業の後継者難解決を目指す。

城南信用金庫
（東京・品川）

「よい仕事おこし」
フェア

東日本大震災直後の「東北を明るく元気に」をテーマに、63の信用金庫共催の
フェアを2012年11月に都内で開催。13年以降も毎年開催し、企業や行政、教
育、福祉団体などが一堂に会し地域を超えた仕事おこしの機会を創出している。

東京東信用金庫
（東京・墨田）

48時間デザイン
マラソン製品化
プロジェクト

ユニバーサルデザインの講習会として国際ユニバーサルデザイン協議会が行
う「48時間デザインマラソン」で出されたアイデアを、実際に製品化するプ
ロジェクト。地域の中小企業と連携し、事業の高度化に繋げている。

名古屋銀行
（名古屋市）

廃タイヤの
リサイクル事業への
融資

廃タイヤを細かく破砕し、固形燃料として供給する事業を進める「知多リサイ
クル」に融資を実施。リサイクルに関する同社独自の技術を知的財産として高
く評価し、「知財ビジネス評価書」を活用した事業性評価に基づき融資を行う。

山陰合同銀行
（島根県松江市） しまね森林発電

県土の約８割を森林が占める島根県内で放置された間伐材や林地残材を燃料
としたバイオマス発電事業に、地域金融機関をとりまとめて資金調達。2013
年の「しまね森林発電」設立以降、エネルギーの地産地消や雇用創出に貢献。

鹿児島銀行
（鹿児島市） オリーブ産業の創生

2012年に日置市と締結した包括業務協力協定に基づき、オリーブを活用した
新産業創出に向け行員２人を欧州へ２カ月間派遣。15年には日置市や市内企
業とともに出資する新会社による直販店がオープンし、雇用創出にも寄与。

き
ら
や
か
銀
行
旧
湯
野
浜
支
店
を
湯
野
浜
源

泉
設
備
保
有（
山
形
県
鶴
岡
市
）に
無
償
譲
渡

し
て
設
置
さ
れ
た
集
中
給
湯
施
設
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FEATURE STORY

る
よ
う
に
、
事
業
内
容
や
成
長
可

能
性
を
評
価
し
て
融
資
を
行
う

「
事
業
性
評
価
シ
ー
ト
」を
金
融

機
関
に
推
奨
し
て
き
た
。

今
年
３
月
の
金
融
庁
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
事
業
者（
企
業
）か

ら「
こ
の
シ
ー
ト
が
あ
る
お
か
げ

で
金
融
機
関
が
話
を
聞
い
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」と
の
回
答
が

４
割
に
達
し
た
。
金
融
機
関
が
融

資
の
判
断
基
準
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ

Ｓ
Ｇ
の
要
素
を
取
り
込
め
ば
、
事

業
性
評
価
は
格
段
に
進
化
す
る
。

信
金
や
信
組
の
取
り
組
み
も
活

発
化
し
て
い
る
。
湖
東
信
用
金
庫

（
滋
賀
県
東
近
江
市
）は
、
市
民

７
７
２
人
の
寄
付
に
よ
る
公
益
財

団
法
人「
東
近
江
三
方
よ
し
基
金
」、

プ
ラ
ス
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト（
京
都
市
）と
協
定
を
結

ん
で
、
基
金
の
理
念
に
貢
献
す
る

企
業
・
創
業
を
支
援
し
て
い
る
。

そ
の
理
念
と
は「
地
域
活
性
化
と

循
環
共
生
型
社
会
の
実
現
」だ
。

具
体
例
は「
み
ん
な
の
奥
永
源

寺
」社（
滋
賀
県
東
近
江
市
）へ
の

支
援
だ
。
万
葉
の
時
代
か
ら
滋
賀

県
東
近
江
地
域
で
自
生
す
る「
紫

直
結
し
始
め
て
い
る
。

Ｐ
14
の
グ
ラ
フ
が
示
す
よ
う
に

国
内
企
業
な
ど
に
よ
る
グ
リ
ー
ン

ボ
ン
ド
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ボ

ン
ド
な
ど
の
発
行
実
績
も
増
え
て

い
る
。

日
本
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知
度

は
19
％（
朝
日
新
聞
調
査
）と
、
い

わ
ゆ
る
テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

（
普
及
率
や
認
知
度
が
急
伸
す
る

き
っ
か
け
）と
さ
れ
る「
15
％
」を

超
え
た
。

内
閣
府
が
２
０
１
８
─
19
年
に

60
の
自
治
体
を
選
定
し
た「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」や
、
環
境
省
が

打
ち
出
し
た「
地
域
循
環
共
生
圏

／
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
」構
想
の
中
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は「
第
二
の
地
方
創
生
」

と
し
て
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。

そ
の
舞
台
は
、
ま
さ
に「
地
方
」

だ
。
日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

や
人
口
減
少
に
よ
っ
て
厳
し
い
経

営
環
境
が
続
く
中
で
、
地
銀
や
信

用
金
庫
、
信
用
組
合
な
ど
地
域
金

融
の
担
い
手
が
、「
光
明
」と
し
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
位
置
付
け

始
め
た
の
だ
。

滋
賀
銀
行
は
２
０
１
７
年
、
い

ち
早
く「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
」を
表

明
し
た
。
嶋
﨑
良
伸
・
総
合
企
画

部
Ｃ
Ｓ
Ｒ
室
長
は「
地
域
の
持
続

可
能
性
を
伸
ば
す
と
、
我
々
の
ビ

ジ
ネ
ス
の
持
続
可
能
性
も
高
ま
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
融
資
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。

新
た
な
需
要
を
創
出
す
る
上
で
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
融
資
に
注
力
す
る
こ
と
が

大
事
」と
力
を
込
め
る
。

同
行
は
昨
年
３
月
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
貢
献
す
る
事
業
を
支
援
す
る

「
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
資

金（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ラ
ン
）」の
取
り

扱
い
を
開
始
。
そ
の
第
一
号
と
し

て
、
独
自
の
水
質
浄
化
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
た
ウ
イ
ル
ス
テ
ー
ジ

（
滋
賀
県
草
津
市
）に
融
資
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て

「
陸
上
と
ら
ふ
ぐ
養
殖
事
業
」を
始

め
た
の
が
ウ
イ
ル
ス
テ
ー
ジ
の
子

会
社
ア
ク
ア
ス
テ
ー
ジ（
滋
賀
県

草
津
市
）。滋
賀
銀
行
は
地
元
の
信

金
、
信
組
な
ど
と
共
同
で「
し
が
６

次
産
業
化
フ
ァ
ン
ド
」を
設
立
し
、

同
社
に
出
資
し
た
。
２
０
２
０
年

ご
ろ
か
ら「
滋
賀
産
の
と
ら
ふ
ぐ
」

が
出
荷
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

関
西
み
ら
い
銀
行（
大
阪
市
）

は「
２
０
３
０
年
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成

に
向
け
た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」を

公
表
。
そ
の
中
で
、
優
先
的
に
取

り
組
む
べ
き
環
境
・
社
会
課
題
を

「
地
域
」「
少
子
高
齢
化
」「
環
境
」

「
人
権
」の
４
テ
ー
マ
に
特
定
し
た
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
融
資
こ
そ
掲
げ
て
い
な

い
も
の
の
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
て
、
地
域
戦
略
部
を
設
置
。

さ
ら
に
、
改
正
出
入
国
管
理
法

が
施
行
さ
れ
、
本
格
的
な
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
が
拡
大
す
る

見
込
み
か
ら
、
関
西
み
ら
い
銀
は

外
国
労
働
者
に
関
わ
る
法
律
・
諸

制
度
の
理
解
を
深
め
る
各
種
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
。

金
融
庁
も
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
後
押
し

金
融
庁
も
動
き
始
め
た
。
メ
ガ

バ
ン
ク
を
筆
頭
と
す
る
護
送
船
団

の
中
で
、
地
域
で
生
き
残
れ
る
金

融
機
関
の
選
別
や
統
廃
合
の
推
進

だ
け
で
な
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ
Ｓ

Ｇ
な
ど「
非
財
務
領
域
」を
武
器

に
伸
び
て
い
け
る
金
融
機
関
を
後

押
し
し
始
め
た
の
だ
。

実
は
金
融
庁
は
２
０
１
５
年
か

ら
、
担
保
が
な
く
て
も
融
資
で
き

草（
ム
ラ
サ
キ
）」を
使
っ
た
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
の
ス
キ
ン
ケ
ア
コ
ス
メ

「
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ 

ｎ
ｏ 

Ｏ

Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
」の
商
品
化
に
取

り
組
む
。
こ
れ
に
よ
り
、
耕
作
放

棄
地
の
解
消
と
山
間
部
の
雇
用
創

出
に
貢
献
し
て
い
る
。

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫（
鹿
児

島
県
鹿
児
島
市
）は
２
０
１
８
年

10
月
、「
そ
う
し
ん
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣

言
」を
発
表
。
自
治
体
な
ど
と
連

携
し
て
地
域
社
会
が
抱
え
る
社
会
、

経
済
、
環
境
の
各
課
題
の
解
決
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
普
及
に
努
め
る
と
し
た
。

そ
の
第
１
号
案
件
と
し
て
鹿
児

島
県
大
崎
町
が
実
施
す
る「
リ
サ

イ
ク
ル
未
来
創
生
奨
学
金
制
度
」

に
基
づ
く
奨
学
ロ
ー
ン
を
始
め
た
。

大
崎
町
が
ふ
る
さ
と
納
税
で
積

み
立
て
た
１
億
円
を
原
資
に
創
設

し
た「
リ
サ
イ
ク
ル
未
来
創
生
奨

学
基
金
」を
通
じ
て
、
奨
学
ロ
ー

ン
の
利
息
相
当
分
を
補
て
ん
。
大

崎
町
に
戻
っ
て
き
た
場
合
は
、
元

金
相
当
分
を
補
て
ん
す
る
仕
組
み

も
取
り
入
れ
て
、
大
崎
町
を
離
れ

た
学
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
す
。
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─
金
融
機
関
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取

り
組
む
意
義
は
何
で
す
か
。

い
ま
や
世
界
の
最
重
要
課
題
で

あ
り
、
21
世
紀
に
問
わ
れ
て
い
る

の
は
、
人
類
が
地
球
上
で
持
続
可

能
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

で
す
。
そ
の
具
体
策
が
２
０
１
５

年
、
国
連
で
採
択
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

で
あ
り
、
パ
リ
協
定
で
す
。

日
本
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
を

２
０
５
０
年
ま
で
に
80
％
減
ら
す

と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
環
境
だ
け
で
な
く
経
済
や

社
会
の
仕
組
み
を
根
本
か
ら
変
え

る
も
の
で
す
。
そ
の
中
で「
金
融
」

は
、
ま
さ
に
実
物
経
済
の
裏
側
で

お
カ
ネ
を
回
し
て
い
ま
す
。
こ
の

お
カ
ネ
の
流
れ
を「
持
続
可
能
性
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
動
か
す
こ
と
で
、

経
済
が
シ
フ
ト
し
ま
す
。

─
環
境
省
は「
地
域
循
環
共
生

圏
」を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

「
地
域
循
環
共
生
圏
」は
、
地
球

の
エ
コ
・
シ
ス
テ
ム
に
沿
い
な
が

ら
経
済
や
社
会
を
回
す
シ
ス
テ
ム

で
す
。
水
も
空
気
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

「
地
域
循
環
共
生
圏
」

成
否
の
カ
ギ
は
金
融

い
ま
ま
で
と
は
全
く
違
っ
た
、
地
球
の
エ
コ
・
シ
ス
テ
ム

に
沿
っ
た
形
で
経
済
、社
会
が
回
っ
て
い
く
シ
ス
テ
ム
が「
地

域
循
環
共
生
圏
」。
そ
の
中
で
、
実
物
経
済
の
裏
側
で
お
カ
ネ

を
流
通
さ
せ
て
い
る
地
域
金
融
は
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
と
い

う
。�

（
編
集
委
員
・
高
馬 

卓
史
）

も
食
べ
物
も
観
光
資
源
も
、
生
態

系
の
サ
ー
ビ
ス
、
自
然
の
恵
み
で
、

そ
れ
ら
が
地
域
資
源
で
す
。
こ
の

地
域
資
源
を
活
か
し
、
自
立
・
分

散
型
の
社
会
を
形
成
し
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
て
補
完
し
、
支
え
合

う
の
が「
地
域
循
環
共
生
圏
」で
す
。

─
こ
の
構
想
の
中
で
地
域
金
融

の
役
割
は
何
で
し
ょ
う
か
。

地
域
金
融
も
循
環
共
生
型
の
ビ

ジ
ネ
ス
、
例
え
ば
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
、
ま
た
は
観

光
な
ど
で
、
お
カ
ネ
を
流
通
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

日
本
の
場
合
は
、
特
に
地
方
銀

行
や
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
に
よ

る
融
資
と
い
う
間
接
金
融
が
優
位

な
の
で
、
こ
れ
ら
地
域
金
融
機
関

が
動
か
な
い
と「
地
域
循
環
共
生

圏
」も
回
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
地
域
金
融
は
短
期

的
な
収
益
に
結
び
付
く
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
長
期
的
に
は
、

お
カ
ネ
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
回
っ

て
い
き
、
地
域
に
密
着
し
た
上
で
、

本
業
と
し
て
し
っ
か
り
と
収
益
を

上
げ
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

そ
う
い
う
地
域
に
密
着
し
て
地
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域
資
源
を
フ
ル
に
活
用
し
、
結
果

と
し
て「
脱
炭
素
」に
な
る
よ
う

な
地
域
の
経
済
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
創

出
し
て
い
る
地
域
金
融
機
関
が
出

始
め
て
い
ま
す
。
環
境
省
と
し
て

は
、
全
国
の
地
域
金
融
機
関
に
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
で
、
そ
れ
ら
の

事
例
の
知
見
を
広
げ
て
い
ま
す
。

─
知
見
を
広
げ
る
以
外
の
支
援

策
は
あ
り
ま
す
か
。

金
融
機
関
だ
け
の
発
想
で
は
、

地
域
循
環
共
生
圏
は
で
き
な
い
と

考
え
、「
地
域
循
環
共
生
圏
づ
く

り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」を
つ
く

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
回
っ
て
い
く
た
め
に
、

様
々
な
専
門
家
の
支
援
チ
ー
ム
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す
。

ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
技
術
が

ト
ー
タ
ル
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
集

ま
っ
て
い
な
い
と
事
業
性
の
あ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
回
っ
て

い
き
ま
せ
ん
。

ど
こ
か
に
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
が
あ

る
と
、
事
業
は
止
ま
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
こ
を
突
破
す
る
た
め
に

も
、
地
域
の
金
融
機
関
の
役
割
は

大
き
い
の
で
す
。

ニ
ン
ニ
ク
や
ど
じ
ょ
う
生
産

信
組
も
負
け
て
は
い
な
い
。
秋

田
県
信
用
組
合（
秋
田
県
秋
田
市
）

は
、
２
０
１
０
年
北
秋
田
市
に
あ

る
３
支
店（
鷹
巣
・
森
吉
・
合
川

支
店
）が
中
心
と
な
り
、「
田
舎
ベ

ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
」を

発
足
。
会
員
企
業
の
発
展
、
ひ
い

て
は
北
秋
田
市
経
済
の
活
性
化
を

目
指
し
、
会
員
企
業
相
互
の
交
流

と
起
業
研
究
の
場
を
提
供
し
た
。

そ
の
中
で
事
業
化
の
初
陣
と

な
っ
た
の
が
、
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
だ
。

ク
ラ
ブ
発
足
か
ら
約
１
年
後
の

２
０
１
１
年
に
会
員
企
業
で
あ
る

建
設
会
社
が
北
秋
田
市
米
内
沢
に

農
業
法
人「
し
ら
か
み
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
」を
設
立
。
同
年
に
認
定

農
業
者（
法
人
）と
な
り
、
ニ
ン
ニ

ク
の
生
産
・
販
売
・
加
工
業
に
乗

り
出
し
た
。

ど
じ
ょ
う
の
養
殖
事
業
も
始

ま
っ
た
。
秋
田
県
信
用
組
合
の
呼

び
か
け
で
発
足
し
た「
秋
田
ど

じ
ょ
う
生
産
者
協
議
会
」を
中
心

に
、
商
標
登
録
を
し
た「
秋
田
ど

じ
ょ
う
」を
よ
り
付
加
価
値
の
あ
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